




　

高
校
時
代
、医
療
メ
ー
カ
ー
の
C
M

を
き
っ
か
け
に
、検
査
技
術
の
発
展
に

貢
献
す
る
臨
床
検
査
技
師
を
志
し
た

と
い
う
荻
野
芽
生
さ
ん
。「
視
野
を
広

く
持
ち
つ
つ
、足
下
の
社
会
の
持
続
的

発
展
に
寄
与
で
き
る
人
に
な
り
た
い
」

と
い
う
夢
を
抱
き
、授
業
や
部
活
動
に

全
力
で
取
り
組
む
4
年
間
を
送
っ
て

き
ま
し
た
。

　

学
び
の
中
で
も
、大
川
龍
之
介
教
授

の
分
析
化
学
の
授
業
で
学
ん
だ「
異
常

値
を
見
極
め
る
力
」の
重
要
性
は
、深

く
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
検
査
の
手
違
い
、機
械
の
故
障
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
念
頭
に
置
い

て
デ
ー
タ
を
見
る
意
識
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
臨
床
検
査
技
師
に
は
、

検
査
結
果
を
“
伝
え
る
”だ
け
で
は
な

く
、誤
っ
た
デ
ー
タ
を
“
伝
え
な
い
”と

い
う
、関
所
の
よ
う
な
役
割
も
あ
る
と

感
じ
た
、と
て
も
印
象
深
い
授
業
で

す
」

　

4
年
生
で
受
け
た
チ
ー
ム
医
療
入

門
で
は
、臨
床
検
査
技
師
の
負
う
責

任
を
強
く
認
識
す
る
大
切
な
経
験
も

し
ま
し
た
。

　
「
医
学
科
や
看
護
学
専
攻
の
学
生

と
症
例
を
検
討
す
る
中
で
不
適
切
な

検
体
に
よ
る
異
常
値
に
気
付
い
た
の

で
す
が
、そ
の
検
査
結
果
を
判
断
材

料
か
ら
外
す
べ
き
と
い
う
意
見
に
理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、最
終
的
に

チ
ー
ム
と
し
て
誤
っ
た
診
断
を
導
い
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
学
ん
だ
こ
と
が
自
分
に
身
に
つ
い

て
き
た
と
実
感
で
き
た
半
面
、臨
床

検
査
技
師
は
患
者
を
誤
診
か
ら
守
る

最
初
の
砦
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
経
験
を
重
ね
、他
職

種
か
ら
信
頼
の
置
か
れ
る
検
査
技
師

を
目
指
し
た
い
で
す
」

　

部
活
動
の「
ピ
ア
ノ
の
会
」で
は
、コ

ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
半
年
以
上
練
習

を
重
ね
る
な
ど
、ど
ん
な
こ
と
に
も
粘

り
強
く
取
り
組
む
荻
野
さ
ん
。
卒
業

研
究
で
は
、血
液
検
体
の
抗
酸
化
能
の

測
定
法
の
検
討
に
打
ち
込
み
、卒
業

後
も
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
で

研
究
を
続
け
ま
す
。

　
「
将
来
は
、研
究
室
の
テ
ー
マ
で
あ

る
、心
血
管
疾
患
の
早
期
病
態
予
測

や
リ
ス
ク
予
測
に
役
立
つ
バ
イ
オ
マ
ー

カ
ー
の
発
見
や
、そ
の
物
質
の
検
査
法

の
開
発
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
使
命
感
と
熱
意
を
持
ち
、自
分
の

テ
ー
マ
を
広
く
発
信
で
き
る
研
究
者

に
な
り
た
い
で
す
」

おぎの・めい
中学時代の恩師に教わった「Stay 
local, Look global」という言葉が
座右の銘。3年夏にはタイ・チュラ
ロンコーン大学への海外派遣プロ
グラムに参加し、現地の学生の熱
意や語学力に刺激を受けました。

医学部　保健衛生学科
検査技術学専攻　4年
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に
酸
素
を
供
給
す
る
治
療
法
で
す
。東
京
医

科
歯
科
大
学
で
は
1
9
6
6
年
に
高
気
圧
酸

素
医
学
の
研
究
が
始
ま
り
、2
0
0
1
年
に

高
気
圧
治
療
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。現
在

は
、16
名
同
時
に
治
療
可
能
な
国
内
最
大
級

の
高
気
圧
酸
素
治
療
装
置
を
使
い
、年
間
約

6
0
0
0
人
の
患
者
を
治
療
し
て
い
ま
す
。

　

H
B
O
の
代
表
的
な
治
療
対
象
と
し
て

は
、減
圧
症
、空
気
塞
栓
、感
染
症
、末
梢
循

環
不
全
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
、

部
長
の
柳
下
和
慶
准
教
授
が
重
視
す
る
の

が
、晩
期
放
射
線
性
障
害
に
対
す
る
治
療

で
す
。

　
「
骨
盤
内
臓
器
の
が
ん
に
対
す
る
放
射
線

治
療
後
に
生
じ
る
直
腸
や
膀
胱
か
ら
の
出

血
は
、患
者
の
Q
O
L
を
著
し
く
損
な
い
ま

す
が
、H
B
O
は
こ
う
し
た
重
篤
な
副
作
用

の
進
行
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
、非
常
に

貴
重
な
治
療
法
で
す
。
ま
た
、放
射
線
性
の

顎
骨
壊
死
に
対
す
る
治
療
で
も
、50
％
以
上

の
治
癒
率
を
示
し
た
症
例
が
94
％
と
、高
い

有
効
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
、全
国
で
が
ん
治
療
と
H
B
O
に
よ
る
副

作
用
や
合
併
症
の
治
療
が
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
外
傷
へ
の
治
療
も
積
極
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。H
B
O
は
、打
撲
や
捻

挫
な
ど
の
患
部
の
低
酸
素
環
境
を
改
善
し
、

腫
れ
の
軽
減
、損
傷
し
た
組
織
の
回
復
を
早
め

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
既
に
多
く
の
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
が
治
療
を
受
け
、「
腫
れ
が
早
く
引

き
、機
能
回
復
も
早
ま
っ
た
実
感
が
あ
る
」と

の
声
が
届
い
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
へ
の
治
療
は
ま
だ
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
で
は
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
研
究

と
治
療
を
継
続
し
、選
手
の
早
期
競
技
復
帰

を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

高
気
圧
酸
素
治
療（
H
B
O
）は
、2
気

圧
以
上
で
1
0
0
％
酸
素
を
吸
入
し
、全
身

国
内
最
大
級
の
治
療
装
置
で

年
間
約
６
０
０
０
人
を
治
療

柳下和慶
准教授

やぎした・かずよし
高気圧治療部部長。スポ
ーツに関する外傷や疾病
の診断・治療に特化した
医学部附属病院スポーツ
医歯学診療センターのセ
ンター長も務めている。

医
学
部
附
属
病
院

放
射
線
障
害
や
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
へ
の
治
療
と
研
究
を
実
践

高
気
圧
治
療
部

高気圧治療部のメンバー。医師、臨床工学技士が協力して、24時間対応して
います

上／国内最大級の
高気圧酸素治療装
置。病院地下一階
の救命救急センタ
ーに隣接しています
下／HBO室内。ゆ
ったりとした空間で
複数の患者さんを
同時に治療するこ
とができます

附属病院
訪問

になります。
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For
unity
vol.1

になります。

2021年10月より

東京医科歯 科大学病院
今後も順次一体化が

進んでいきます

医学部附属病院

歯学部附属病院

薬剤部門
業務ごとに医科棟・
歯科棟に振り分け

感染対策
部門

感染対策基準の
統一化（検討中）

検査部門
血液検査を
1ヵ所に集中

医療安全
部門

安全管理指針と体制の
一本化（検討中）

放射線
部門

現行の連携を
さらに深める

医療連携
部門

内部での相互紹介
促進（検討中）

機能強化棟を医科棟と歯科棟の相互エントランスとして
機能の集約化や建物の有効活用により超高齢化社会に向き合うために
最高水準の医療環境の整備を目指し両附属病院を一体化します。21



TMDU Topics

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、2020年度の
オープンキャンパスはオンラインでの開催となりました。田
中雄二郎学長によるご挨拶および学長×学部学生によ
る座談会の動画など、HP上で一部のプログラムを公開
していますので、当日参加できなかった方もぜひご視聴く
ださい。

国際的に歯科同窓生とのグローバルなネットワークを強
化するために、歯科研究・臨床・教育に関する情報を共
有することを目的として、歯学系国際シンポジウムを開催
しました。世界27カ国から合計76
名が参加し、本学教員、大学院生
と元留学生がネットワーキングを深
める場となり、また世界の歯科医療
従事者・歯学教育者の意見交換
の機会となりました。

東京医科歯科大学は、2020年10月15日に文部科学
大臣から世界最高水準の教育研究活動の展開が見込
まれる大学として第4期中期目標期間における指定国
立大学法人の指定を受けました。今後、研究力を強化す
るとともに、卓越したCl in ic ian Sc ien t i s t、および
Medical Data Scientistを育成し、国際協働の推進に
よる世界レベルでのトータル・ヘルスケアの実現を目指し
ます。

東京医科歯科大学では、医歯学研究・医療・教育をデー
タサイエンス面で推進する中心的存在として「M&Dデー
タ科学センター」を2020年4月
1日に設置しました。本シンポジ
ウムでは、「医歯学研究の異次
元的飛躍を目指して」と題し、学
内外の講演者の講演を交えて、
同センターの紹介や目指すもの
について展望しました。

東京医科歯科大学、東京外国語大学、東京工業大学お
よび一橋大学は、新型コロナウイルス感染症およびポスト
コロナ社会に関する研究・教育を推進するため、「四大学
連合ポストコロナ社会コンソーシア
ム」を設立しました。第1回は四大
学の教員・学生・関係者に限定して
の開催となりましたが、今後も継続
的に開催し、人々の健康に寄与す
る研究成果を発表していきます。

ポストコロナ時代の新しい大学づくりを進めるにあたり、
教員、職員、学生にとって、より魅力ある大学環境づくり
が進むよう学内からアイディアを募集しました。初の試み
にもかかわらず73件の応募があり、9名の方が受賞され
ました。特賞は、腎臓内科学分野 須佐紘一郎助教の

「オンラインセカ
ンドオピニオン
外来開設」。

http://www.tmd.ac.jp/admissions/faculty2/
event/opencampus/index.html

2020年度オンライン
オープンキャンパスを実施

8/8,9

歯学系国際シンポジウム2020を
オンラインで開催

12/4

東京医科歯科大学は指定国立
大学法人の指定を受けました

10/15
M＆Dデータ科学センター
キックオフシンポジウムを開催

10/31

四大学連合ポストコロナ社会
コンソーシアム第1回シンポジウムを開催

2/12

大学改革アイディアコンテストを
開催

9/25
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東京医科歯科大学基金 寄附者芳名録
未来の医療人育成に向けた募金にご支援をいただいた皆様のご芳名を掲載いたします。

今後とも引き続き、東京医科歯科大学へのご寄附・ご支援を、お願いいたします。

■2020年1月1日から11月30日の寄附者を掲載しています（50音順／敬称略）　■ 匿名を希望された方については、掲載しておりません

該当なし 該当なしMISSION BLUEプレート
（1億円以上）

BLOOM GOLDプレート
（3000万円以上）

矢倉　道子
柳内　光子
医療法人眞仁会
第3代理事長　小澤　潔

赤松　秀樹	
大畑　直暉・大畑　桂子	
近藤　暁子	
吉澤　靖之

ピンクゴールドプレート
（1000万円以上）

プラチナプレート
（500万円以上）

天笠　光雄	
上田　正人	
江口　直明	
加賀谷　忠樹	
木島　一也	
清松　瑤一郎	

小泉　和彦	
後藤　啓二	
小森宮　康之	
坂本　徹	
笹山　周作	
重光　勇男	
新庄　由美子	
武井　建次	
田中　雄二郎	

戸塚　慎一	
中田　嘉之	
原　諭吉	
藤本　洋一	
古川　晴康	
吉田　賢一郎	
吉野　幸夫	
アット・ファシリティラボ株式会社	
一般社団法人 

東京医科歯科大学医科同窓会
医療法人眞仁会　副理事長
北村　健一郎	
医療法人眞仁会
介護老人保健施設なぎさ
施設長　吉積　隆
医療法人社団
優レディースクリニック	
東京医科歯科大学歯科同窓会
東京医科歯科大学生活協同組合

シルバープレート
（100万円以上）

ご芳名録のみのご掲載の方は、
ホームページにて掲載しております。

新たに銘板に掲載された方のご芳名

未来の医療人育成に向けたご支援のお願い
本学は病気やケガに苦しむ人を一人でも多く救うため、さまざまな病気に対する治療法や治療薬の開発につながる研究お
よび、世界中で活躍できる医療人の育成に尽力しています。これらの人材育成や研究活動を支えるご寄附および基金を
企業や個人の皆様に募っております。医療の発展のために、皆様のご理解とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

東京医科歯科大学基金 東京医科歯科大学募金室
www.tmd.ac.jp/kikin/　TEL：03-5803-5068　MAIL：bokin.adm@tmd.ac.jp

「東京医科歯科大学基金寄附者銘板」
は、M&Dタワー2階エントランスホールに
設置しており、寄附額に応じてプレートの
色が異なります。
※金額は個人、法人ともに累計
※対象期間以前に、既に銘板に掲載さ
れている方は含みません

相原　初美	
阿部　美代	
石岡　忠夫	
石﨑　朝世	
市村　敏行	
伊藤　宏・伊藤　千鶴	
犬塚　浩	
大杉　武博	
岡本　進	
加来　裕	
狩野　方伸	

狩野　操	
北原　学	
木村　恒夫	
黒川　三季子	
小泉　輝明	
後藤　香央里	
齋藤　哲胤	
齋藤　望	
佐尾　温子	
品田　佳世子	
柴田　順一	
菅　三喜夫	
添田　弥	
武内　和久	

竹中　千昭	
辻　隆志	
土屋　史郎	
鶴田　雄一郎	
長坂　惠子	
中野　はるみ	
中元　和也	
林　英寛	
福本　貴志	
藤井　靖久	
古江　直一	
星　明良	
松下　脩	
松本　諒真

南　勲	
武籐　伸也
森田　重利	
矢藤　繁	
山下　俊樹	
山田　浩史	
医療法人定正会　
フクダクリニック
株式会社メディカ・ライン	
社会福祉法人上智社会事業団
上智クリニック

ブロンズプレート
（30万円以上）
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